
おもやい通信 Vol.66

NAGASAKI UNIV.

66Vol.2026.3－おもやい通信－

NEWS LETTER
長崎大学 ダイバーシティ推進センター

文部科学省科学技術人材育成費補助事業 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ
（女性リーダー育成型） キックオフシンポジウム

ダイバーシティ推進プログラムSDセミナー
「女性職員の上位職への挑戦を応援するエンパワーセミナー」

長崎大学は、令和7年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダ
イバーシティ研究環境実現イニシアティブ（女性リーダー育成型）」に採択
され、女性研究者の研究環境の一層の整備及び女性教職員の上位職比
率の増加に向けた取組を進めています。
そのような中、「世界とつながる長崎からの挑戦：女性・若手研究者の

成長加速モデル」をテーマに、本事業のキックオフシンポジウムを開催し
ました。
本学の名誉教授であり十八親和銀行社外取締役の伊東昌子先生より

「これからの大学を支える人材育成とチームのあり方」と題して基調講
演を賜りました。
また、パネルディスカッションでは本学のダイバーシティ研究環境を世

界水準へと発展させるために、女性・若手研究者の採用及び上位職登
用が加速する仕組みや、研究者支援制度のあり方について議論を行い
ました。

当日は、会場参加60名、オンライン参加60名の計120名に
ご参加いただき、盛会となりました。

【 日 時 】 令和8年2月12日（木）13：30～15：50

【 会 場 】 長崎大学 文教キャンパス 文教スカイホール

【開催方法】 ハイブリッド方式（対面、Zoom/ウェビナー）

【 対 象 】 大学教職員、学生、男女共同参画関係者、一般市民

【プログラム】

（第1部）

基調講演「これからの大学を支える人材育成とチームのあり方」
(第2部）

パネルディスカッション「次世代リーダーが活躍できる環境の実現」

主に女性の事務職員における管理職増加を推進するため、上位職への挑戦の意義、また能力を活かすことの重要性を伝え、
キャリア形成に役立つ情報を提供する機会とするエンパワーメント研修を開催しました。

【 日 時 】 令和8年2月13日（木）14：30～16：00

【 会 場 】 長崎大学 文教キャンパス 長崎大学附属図書館

中央図書館2階別館 日本ベネックスeｰroom
【 講 師 】 湊 由己氏（国立大学法人 山口大学 学生支援部長）

【開催方法】 対面：32名 zoom：20名

【 対 象 】 大学事務職員

セミナー終了後には、湊先生と女性事務職員との懇談の場を設け、
セミナーの時間内には質問できなかったことなど和やかな場で懇談
することができました。
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皆様のご参加をお待ちしています。

ダイバーシティ推進学習プログラム SDセミナー
「働き方見直しセミナー」のご案内

第10回「長崎大学未来に羽ばたく女性研究者賞」授与式及び受賞者研究発表会

2025年度 Y2 （Y squared） Award ～Yell for Youth～授賞式

掲示用（ポスター）
手元説明用（チラシ）
２種類作成しています。

ご入用の方は、学内便
で送付いたしますので
ダイバーシティ推進セ
ンターまでご連絡くだ
さい。

今回第１０回を迎える「長崎大学 未来に羽ばたく女性研究者賞」では

選考委員会において受賞者を厳正に選考し、優秀女性研究者賞、優秀

女性奨励賞、優秀次世代女性研究者賞、女性研究者賞（学長特別枠）

の4名を決定しました。受賞者研究発表会および授与式は、令和７年

12月25日、文教キャンパス文教スカイホールにおいて執り行われま

した。

本学の自然科学系研究科に所属する若手女性研究者の優れた研究

成果および将来にわたる活躍への期待を表彰するY2 （Y squared）

Award ～Yell for Youth～を今年度新たに創設しました。選考委

員会において厳正に選考し、受賞者を決定しました。受賞者研究発表

会および授与式は、令和7年12月25日、文教キャンパス文教スカイ

ホールにおいて執り行われました。

それぞれの発表は次の通りです。鄭含芳さん「プラネタリーヘルス

への寄与 異常気象による斜面災害の対策への取組み」、昔宣希先

生「炭素価格政策から実装へ：東アジアにおける脱炭素移行のため

のエビデンスに基づくアプローチ」、Madaniyazi Lina先生

「Building Climate-Health Evidence Across 

Disciplines」、作田絵里先生「有機ホウ素化合物を利用した新規

光機能性化合物の創出とその励起状態の利用」。

初年度の受賞者は、総合生産科学域（水産学系）の近藤能子准教授

です。

当日は「海洋における微量栄養物質循環とその生態系・環境との関

わり」と題して発表していただきました。

（左から鄭含芳さん、昔宣希准教授、永安武学長、

Madaniyazi Lina准教授、作田絵里教授）

（左から阪倉良孝水産学部長、近藤能子准教授、永安武学長）

働き方見直しの取組となるきっかけ作りを全学へ向けて行い、

誰もが学習・仕事に専念できる環境を整えることを目的として

「学生に選ばれる大学の秘訣はダイバーシティと働き方の見直

し－改めて考える全世代が総活躍できる組織とは？－」を開催

します。

【 日 時 】 令和8年3月24日（火）16：00～17：30
【 講 師 】 桜田陽子氏（株式会社ワーク・ライフバランス）
【開催方法】 Zoom
【 対 象 】 大学教職員、学生

お申し込みはこちらからどうぞ

男性育児休業取得啓発ポスターを作成しました

大学病院メディカル・ワークライフバランスセンターと
ダイバーシティ推進センターが共同で「男性育児休業取
得への啓発」や「育児休業の取り損ねの防止」のために、
ポスターを作成しました。申請時期等について、全学的に
周知をすすめていきたいと思います。

掲示用（ポスター）

https://forms.office.com/r/mR1v6KHZjR
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